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在留外国人数の推移（山形県） 2023年末

9,326人

法務省出入国在留管理庁『在留外国人統計（2013～2023年12月末）』より作成
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①大学における取り組み

教養科目「実践！多文化コミュニケーション」

：留学生と日本人学生が履修できる国際共修授業

⚫背景：

・留学生と日本人学生が出会う機会がない

・（特に初級・中級レベルの）留学生が、日本語の授業以外に、日本
語を使って参加できる授業がない。

「やさしい日本語」を共通語とした共修授業を設計

留学生と日本人学生の分断
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テーマ

第1週 ガイダンス

第2週 多様な背景

第3週 やさしい日本語

第4週 日本と世界の学校生活

第5週 多様な言語

第6週
ミスコミュニケーション

第7週

第8週 合意形成

第9週

プロジェクトワーク

第10週

第11週

第12週

第13週

第14週
発表

第15週

やさしい日本語を
学習

やさしい日本語で
ディスカッション

やさしい日本語で
プロジェクトワーク
（情報誌作成）

⚫授業内容：

やさしい日本語によるコミュニ
ケーションを中心にすることで、
対等な立場での助け合い、教え合
い、学び合いが実現

キャンパスの多文化共生化

「やさしいせかい」視聴
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プロジェクトワークで作成した情報誌
「山形大学を多文化共生キャンパスに
しよう」の一部
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②地域における取り組み

新庄市民プラザ日本語教室

・日本人参加者と外国人参加者の交流を中心とした教室

・サポーター養成講座でやさしい日本語を学び、教室で実践

・高校生の参加も。
「やさしいせかい」視聴
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今後の課題

・学生の力を、大学内だけでなく、地域社会へ貢献・波及させる

・自治体、企業との連携

・地域における外国人と日本人の交流の場を増やす



ありがとうございました
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